
東京電力ホールディングス株式会社
５・６号設備運用状況等

2021/12/16現在
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6号機に貯蔵中の4号
機の新燃料の洗浄・搬
出

（実績）
・洗浄
（予定）
・洗浄

現
場
作
業

・2021年12月：洗浄装置設置予定
・2022年1月：洗浄開始予定

５
・
６
号
設
備
運
用
状
況

運
用
管
理

4月3月

１．設備維持

5号機使用済燃料の冷
却

現
場
作
業

現
場
作
業

（実績）
計画的な点検の実施
（予定）
計画的な点検の実施

現
場
作
業

（実績）
使用済燃料の冷却継続(2015/6/1使用済燃料プールへの燃料移動完
了）
（予定）
使用済燃料の冷却継続

（実績）
使用済燃料の冷却継続(2013/11/29使用済燃料プールへの燃料移動完
了）
（予定）
使用済燃料の冷却継続

現
場
作
業

ＤＧ、冷却設備等の維
持

２．使用済燃料
の冷却

（実績）
・解体・除染・再組立
（予定）
・解体・除染・再組立

備　考
分
野
名

括
　
り

作業内容

５・６号設備運用状況

2月
これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定

６月以降12月11月

上 中 下

5月1月

・2018年４月2４日：実施計画変更認可申請
・2018年10月22日：実施計画変更認可
・2018年8月下旬：搬出準備作業を開始。
・2019年９月下旬：解体・除染作業再開（準備作業含む）
・2019年11月25日：新燃料除染作業における燃料棒の曲げ事象が発生し、作業中
断。
・2020年4月8,9日：健全燃料棒71本を除染・再組立てしNFVに収納。
・2020年4月22日～24日：曲がり燃料棒の曲げ戻し作業を実施。
・2020年4月27日：曲げ戻した燃料棒（1本）を71本の健全棒が挿入された燃料
集合体に挿入、新燃料貯蔵庫に収納。
・2020年11月27日：今年度予定されていた解体・除染作業15体終了。
・2021年1月29日：解体除染で発生した廃棄物（部材等）の減容作業終了
・2021年７月12日：プール外への新燃料搬出時に経由するチャンネル着脱機の使
用前点検で不具合発見
（今後の対応）
・2021年度の解体・除染の時期について2023/3に変更。
・チャンネル着脱機の上昇機能を用いない治具等を製作中。

現
場
作
業

３．滞留水の処
理

6号機使用済燃料の冷
却

６号機の新燃料の除
染・搬出

４．新燃料の搬
出

５，６号機の設備維持に必要な計画点検の実施。
・５号機計画点検予定時期：２０２１／５月１０日～２０２２／３月
　（現状）2021年11月11日：D/G5A試運転時に過給機出口配管フランジ溶接部
のき裂より排気ガス漏えい事象を確認
　（今後の対応）当該配管の交換を2022年1月に実施予定

・６号機計画点検予定時期：２０２２／３月～２０２２／８月

5号使用済燃料プールからの取り出しについては、１－３号機使用済燃料プールから
の燃料取り出しのスケジュールに影響を与えないよう実施予定。

６号使用済燃料プールからの取り出しについては、１－３号機使用済燃料プールから
の燃料取り出しのスケジュールに影響を与えないよう実施予定。

（実績）
・滞留水移送・処理
（予定）
・滞留水移送・処理

建屋滞留水移送・処理

建屋内の滞留水を屋外タンクに移送後、RO装置・浄化ユニットにて処理後、構内散
水。
・2020年8月14日：浄化ユニット吸着塔配管フランジ漏えい不適合
・2020年6月15日：浄化ユニット処理水構内散水開始
・2020年5月11日：浄化ユニットによる構内散水使用前検査終了証受領
運用状況
・浄化ユニット：（C）・（Ｄ）運転中　／（B）待機中
　⇒2021年11月22日　浄化ユニット（Ａ）メカリーク発生。
　　 浄化ユニット（Ｂ）は吸着塔の詰まりがあるため、2021年12月中旬に
　　 浄化ユニット（Ｂ）移送ポンプと浄化ユニット（Ａ）移送ポンプを入替予定
・ＲＯ装置　　：待機中
　⇒ＲＯ戻り水配管の交換を実施済。
今後の対応
・浄化ユニット：５・６号機サブドレン稼働まで建屋滞留水処理を継続する。
・ＲＯ装置　　：Fタンクエリアのフランジ型タンク内包水を減容するために使用す
る。
　　　　　　　（建屋滞留水処理では運転しない。）

滞留水移送・処理

使用済燃料の冷却継続

使用済燃料の冷却継続

（継続運転）

（2022年3月
点検完了予定）

（継続運転）

（継続実施）

５号機計画点検（５月１０日～）

洗浄

６号機計画点検（202２年３月～）
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２０２１年１２月２３日

5・6号機 滞留⽔処理設備 Ｎ５タンク⽔位上昇について

東京電⼒ホールディングス株式会社



 2021年11⽉25⽇、５・６号機滞留⽔処理設備のN5タンク⽔位が前⽇の散⽔
後より50mm程度上昇していることを10時40分頃に確認。浄化ユニットにて
浄化した⽔をＮ２タンクへ移送中であったことから、13時17分に当該設備を
停⽌した。

 Ｎ２タンクへの移送停⽌後、Ｎ５タンクの⽔位を監視していたところ、Ｎ５
タンクの⽔位上昇は、Ｎ２タンクからＮ５タンクへ⽔が流⼊した可能性があ
ると、11⽉25⽇15時00分に判断した。

 Ｎ５タンクについては11⽉22⽇から順次散⽔を実施しており、11⽉24⽇の
散⽔時において、分析していないＮ２タンクの⽔が流⼊し、分析前の⽔が散
⽔された可能性があることを確認した。

 ５・６号機滞留⽔は、５・６号機の建屋周辺の地下⽔が建屋内に流⼊した⽔
をくみ上げたものであるが、Ｎ２タンクの⽔について分析を⾏い、散⽔基準
を下回っていることを確認した。

１

１．事象概要※ （※11/25、事象の発⽣について公表）



（関連資料）N2タンク、N5タンク⽔位トレンド（１）
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Ｎ５タンク（⻘線）浄化ユニット
Ａ・Ｃ停⽌ Ｎ２タンク（⾚線）

散⽔

散⽔

散⽔
Ｎ５タンク
リサイクル運転

浄化ユニット
Ａ停⽌

緩やかな上昇
（散⽔後より50㎜程度⽔位が上昇していることを

11⽉25⽇10時40分頃確認）

サンプリング
分析結果

分析中

Ｎ２タンクから
Ｎ５タンクへ水が流
入し、散水された

可能性

13:17
N2タンクへの
移送停⽌

緩やかな下降

弁増し締めにより
⽔位下降停⽌

13:40頃
弁増し締め

⽔位上昇停⽌

浄化ユニット
Ａ・Ｃ起動

11/20 23:30 11/22 14:15 11/24 5:00



（関連資料）N2タンク、N5タンク⽔位トレンド（２）＜11⽉25⽇＞

Ｎ５タンク（⻘線）
Ｎ２タンク（⾚線）

N2タンクへの移送停⽌
（13時17分）

緩やかな
下降

弁の増し締め（13時40分頃）

緩やかな上昇 ⽔位上昇停⽌

⽔位下降停⽌
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（関連資料）５・６号機滞留⽔処理設備概略図

構内散⽔

6号機T/B

油分分離装置

Ｃタンク
（フランジタイプ）

Aﾀﾝｸ Bﾀﾝｸ

浄化ユニット

K1

K2

K3

K4

K5

N3

N4

N5

N2

サイクルライン

再浄化ライン

N1

K1／N1
タンクへ

※

※

F2030F2029

F2044

F2045

RO装置
へ

5号機
T/B

︓滞留⽔ライン ︓処理⽔ライン ︓処理⽔サイクルライン＜凡例＞
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2021年11⽉25⽇（⽊）

9時30分頃 N5タンク散⽔準備のため現場出向。
10時40分頃 N5タンク⽔位が11⽉24⽇より上昇していることを確認。
10時40分頃〜 現場確認および関係箇所（設備主管箇所他）へ連絡・確認。
13時17分 N2タンクへ移送していた浄化ユニット（C）を停⽌。
13時40分頃 弁のシートパス確認のため、弁増し締め実施。
15時00分 N2タンクへの移送停⽌後、N5タンクの⽔位を監視したところ、N5タンクの⽔位

上昇は、N2タンクからN5タンクへ⽔が流⼊した可能性があると判断。

2021年11⽉27⽇（⼟）

10時46分 Ｎ２タンク⽔の分析結果から、告⽰濃度限度⽐の和が0.076となり、散⽔基準
(告⽰濃度限度⽐0.21以下)を下回ることを確認。

Cs-134 ︓＜0.51Bq/L
Cs-137 ︓＜0.54Bq/L
全ベータ ︓＜ 1.8Bq/L
トリチウム︓ 126Bq/L

5

２．時系列



３．原因調査および状況の確認

＜⽔位変動調査＞
 Ｎ２タンクへの浄化した⽔の移送を停⽌し、⽔位変化の挙動を確認した。

⇒（結果）︓N5タンクの緩やかな⽔位上昇は継続し、N2タンクは下降傾向であったことから、
N2タンクへの浄化した⽔の移送がN5タンク側へも流れたものではなく、
N5タンク⼊⼝側からの流⼊ではないと評価。

 移送停⽌後もN5タンクの⽔位変動が⾒られたことから、タンクに連結する弁について、弁のシー
トパス確認のための増し締め（通常の閉操作⼒よりも強い⼒で締め込み）を実施。
⇒（結果）︓増し締めは、F2029弁1/8T閉、F2030弁 1/5T閉、F2045弁 2/5T閉。F2044

弁については増し締め出来ず。増し締め後、N5タンクの緩やかな⽔位上昇が停⽌
したことを確認。

＜弁操作状況＞
弁の操作を⾏っている全運転員へ聞き取りした結果は、以下の通り。

 2021年5⽉発⽣のJ3⾬⽔回収タンク⽔位低下事象と同様の弁操作（全閉後に開⽅向へ少し戻す）
は⾏っていないことを確認した。

 全閉操作は、ウィルキー※を使わずに閉まらなくなるところまで閉めていることを確認した。
※てこの原理を利⽤した弁操作⽤⼯具

（参考）ソフトシール弁の特性
・ゴム弁座を圧縮することにより⽌⽔する。
・全閉時のトルクの増加が緩慢なので、締め込みすぎないように注意が必要。
・破損危険トルクを超えるトルクで操作すると、バルブが破損する恐れがある。

（ウィルキー使⽤の禁⽌） 6



４．事象発⽣原因と今後の対応について

＜事象発⽣原因＞
N2タンクとN5タンクを連結する弁の増し締め後に⽔位変動が停⽌したことから、ソフトシ

ール弁からの回り込みにより、Ｎ５タンクの⽔位が上昇したものと推定。弁内部の確認が出来
ておらず特定には⾄らないが、弁の⼀時的なシートパスと考える。

＜今後の対応について＞
今回の事象を踏まえ、分析前のタンク⽔が散⽔中のタンクへ流⼊することがないよう、

以下を実施する。

【運⽤⾯の⾒直し】
 前⽇の作業終了から当⽇の作業開始までのタンクレベルに有意な変化がないことを確認し

てから当⽇の作業を⾏う。（11⽉26⽇より運⽤開始済み）
 浄化⽔をタンクに受け⼊れしている間は、別タンクからの散⽔はしない散⽔計画とする。

（12⽉2⽇より運⽤開始済み）

【設備⾯の改造】
 N2タンクとN5タンクを連結する弁の⼆重化を⾏い、他タンクからの回り込みを防⽌する。

（タンクのバウンダリ機能を強化。改造⼯事を伴うことから、計画的に実施）
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N2タンク（採取日時 11月26日 9時55分）

Cs-134 Cs-137 全ベータ トリチウム

Bq/L Bq/L Bq/L Bq/L

＜0.51 ＜0.54 ＜1.8 126

N5タンク（採取日時 11月27日 9時55分）

Cs-134 Cs-137 全ベータ トリチウム

Bq/L Bq/L Bq/L Bq/L

＜0.56 ＜0.43 ＜1.8 ＜92
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（参考）事象発⽣後に採取したN2タンク⽔、N5タンク⽔の分析結果



（参考）11/25にシートパス確認のために 増し締めした弁⼀覧

弁番号 増し締め結果

増し締め前の最終操作者

当直 保全方委託員

F2029 1/8T閉 〇

F2030 1/5T閉 〇

F2044 増し締め出来ず 〇

F2045 2/5T閉 〇

F2017 1/3T閉 〇

F2018 1/3T閉 〇

F2027 1/4T閉 〇

F2028 1/32T閉 〇

F2033 2/3T閉 〇

F2038 2/3T閉 〇

F2046 1/16T閉 〇

F2064 1/2T閉 〇

F2082 2/5T閉 〇
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（参考） ５・６号機滞留⽔処理設備 ソフトシール仕切弁

10



福島第⼀原⼦⼒発電所５・６号機の現状について
（５・６号機 低レベル滞留⽔量の状況）

2021年 12⽉ 23⽇

東京電⼒ホールディングス株式会社



５・６号機 低レベル滞留⽔量※の状況

6号RW/B

6号Ｔ/B 5号Ｔ/B

地下⽔
30m3／⽇（5・6号機合計）

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ａタンク

Ｂタンク

ＣタンクＫタンク

散⽔⽤タンク

H・Ｉ・Ｊ
タンク

N

海⽔配管及びケーブルトレンチ
約2,300m3（5・6号機合計）

6号R/B 5号R/B

5号T/B、6号T/BおよびRW/B
約8,600m3（5・6号機合計）

Fエリアタンク貯留量
約14,300m3

５・６号機 低レベル滞留⽔量の合計約25,200m3（2021.12.21現在）
海

1

R/B:原⼦炉建屋
T/B:タービン建屋
RW/B:廃棄物処理建屋

5号
RW/B

※低レベル滞留⽔︓５・６号機滞留⽔は，１－４号機滞留⽔と⽐べ放射能濃度が⼗分低いため，区別する⽬的で「低レベル滞留⽔」と記載する。

Nタンク



2
５・６号機 低レベル滞留⽔量の推移
• ２０１４年９⽉から２０２１年１２⽉までの５・６号機 低レベル滞留⽔量の推移は以下のとおり

滞
留
⽔
量
（
ｍ
３
）

⽇付

５・６号機 低レベル滞留⽔量の推移


